
市J報

4月局
たかはぎ E閉N乱鋤
■高速交通時代の幕あけ. ｡ | |,J

－常磐自動車遣全繍閲壷～

二二

識辮磐富動車道 關通

…
蕊鐵溌溌騨鳶

識

辮蕊

蕊騨『《蕊難き

蕊
駕轄辮串

主なもくじ

…"．
““鱸離鑑撚溌蕊溌蕊驚議燕辮……蕊

常磐自動車遣
I ､ ,､ ､､

’ ．
． 蕪､ : , ､蟹 : ‘ ．､ ､… ：

2さid#……常磐自動車道全線開通f｡高戸大

橋が完成 ■ ! i
4～8…昭和63年度施政方針と予算

9………第1回高萩市議会定例会
なつば

10～11．．．フレッシュ菜葉の集い,# :松籟荘

に蕊椅子を寄贈？ ■ ＃ ｣ ! ： " Ⅲ
', 』 ' :, 吟､ : ､,講罵‘ ､

12～13･,""!JI |側地区土地改良事業竣

工記念碑の除幕式，長久保赤水

の誕生地に記念碑を建立

鈴
ゞ
日
本

鋲

↑蝿…〃蕊



市
〕
民
憲
笠
早

三
月
二
十
四
日
附
午
前
十
一
時
か
ら
、
北
茨
城
市
の
中
郷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
附

近
の
下
り
車
線
上
で
、
宮
繁
護
日
本
道
路
公
団
総
裁
、
竹
内
知
事
、
鈴
木
市
長
、
根

本
議
長
な
ど
、
関
係
者
約
七
百
人
が
参
加
し
て
、
日
立
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

い
わ
き
中
央
イ
、
／
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
、
五
一
・
二
ｍ
の
完
成
を
祝
う
開
通
式
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
通
式
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
約
千
五
百
個
の

風
船
が
青
空
の
中
へ
、
勢
い
よ
く
放
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
約
五
百
台
の
車
が
参
加
し
て
、
い
わ
き
市
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
実
施
、
常

磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
祝
賀
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
常
磐
自
動
車
道
は
全
線
が
開
通
、
”
海
と
緑
を
生
か
し
た
産
業
文

化
都
市
“
の
創
造
に
む
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
る
高
萩
市
に
と
っ
て
も
、

観
光
や
企
業
誘
致
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
午
後
三
時
か
ら
は
、
高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
は
じ
め
、
一
般
の
車
の

供
用
が
開
始
さ
れ
、
い
よ
い
よ
、
高
速
交
通
時
代
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

高
速
交
通
時
代
の
幕
あ
け

～
常
磐
自
動
車
道
全
線
開
通
～
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常磐自動車道通行料金 (高萩インターチェンジから）
(単位：円）
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三
月
十
二
日
出
高
萩
都
市
計
画
道
路
三
・
三
・
十
号
高
戸
・
上
手

綱
線
の
高
戸
大
橋
開
通
式
が
、
関
係
者
約
二
百
人
の
参
加
で
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

開
通
式
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
た
後
、
参
加

者
全
員
が
高
戸
大
橋
の
渡
り
ぞ
め
を
し
て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

高
戸
・
上
手
綱
線
は
、
国
道
六
号
か
ら
高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

結
ぶ
、
延
長
三
、
九
七
○
ｍ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
す
。

こ
の
日
開
通
し
た
高
戸
大
橋
は
、
国
道
六
号
と
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
を
ま
た

ぐ
延
長
三
二
四
ｍ
の
立
体
橋
で
、
幅
員
は
八
ｍ
（
車
道
六
ｍ
）
、
取
り
付

け
道
路
や
一
般
街
路
部
を
含
む
、
全
体
延
長
は
八
三
○
ｍ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ヨへ
｝

国潰6号と高萩インターチェンジを結ぶ

高戸大橋が完成
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三
月
二
日
伽
松
岡
幼
稚
園
（
鈴
木

勝
一
園
長
、
園
児
五
十
人
）
で
、
木
造

園
舎
が
完
成
、
卒
園
を
間
近
に
控
え
た

園
児
、
関
係
者
な
ど
約
百
人
が
出
席
し

て
、
に
ぎ
や
か
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
完
成
し
た
木
造
園
舎
の
中
央
に
は
、

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
樹
齢
約
八
十
年
の
ヒ

ノ
キ
の
丸
太
（
高
さ
約
八
・
五
ｍ
、
幹

回
り
約
一
・
八
ｍ
）
が
使
わ
れ
、
園
舎

内
は
新
し
い
木
の
香
り
と
温
か
さ
に
つ

水
⑳
雷
＠
と
温
か
き
に
つ
つ
雲
和

松
岡
幼
稚
園
木
造
園
舎
が
完
成

園
舎
面
積
四
二
八
・
○
六
㎡

（
保
育
室
二
、
遊
戯
室
一
、
職
員
室
二

敷
地
面
積
四
、
二
七
二
㎡

工
事
費
八
、
六
八
○
万
円

つ
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
運
動
場
に
造
ら
れ
た
〃
な

か
よ
し
〃
の
像
（
山
崎
猛
茨
城
大
学
教
授

制
作
）
の
除
幕
式
や
合
唱
な
ど
が
行
わ

れ
、
松
岡
幼
稚
園
の
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。

零

胃

ー-

三
月
十
五
日
㈹
常
磐
自
動
車
道
の

全
線
開
通
を
前
に
、
地
域
振
興
整
備
公

団
と
地
元
市
町
村
が
協
力
し
て
、
東
京

周
辺
の
企
業
を
対
象
に
し
た
高
萩
市
、

北
茨
城
市
、
い
わ
き
市
の
工
業
団
地
現

地
視
察
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
視
察
会
に
は
、
三
十
五
社

か
ら
四
十
五
人
が
参
加
、
高
萩
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
入
口
に
あ
た
る
手
綱
工

業
団
地
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
高
萩
大
心
苑
で
、
鈴
木

市
長
か
ら
市
の
現
況
説
明
な
ど
が
行
わ

れ
、
常
磐
自
動
車
道
開
通
後
の
高
萩
市

の
立
地
条
件
の
良
さ
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

三
十
五
社
が
参
加
し
て

手
綱
工
業
団
地
を
視
察

I

高
戸
大
橋
周
辺
の

交
通
規
制
に
つ
い
て

常
磐
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を
前
に
、

局
戸
大
橋
の
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

ー

ま
す
ｃ
側
道
は
、
い
ず
れ
も
一
方
通
行
で
、

中
心
部
の
地
下
道
等
は
、
小
型
特
殊
・

軽
車
両
を
除
い
て
進
入
禁
止
で
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
高
萩
警
察
署
交
通
課
へ

壷
二
四
’
○
一
一
○

す
の
で
、
右
図

の
と
お
り
お
し
ら
せ
し

十

唇


